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 梅雨も本番となり蒸し暑い日が続きますが、新型コロナ飛沫感染予防対策として「マスクを隙間

なく着用」が求められている厳しい状況下、熱中症が心配です。対策を十分行っていただきたく願

います。状況に併せ柔軟に対応する体調管理が必要です。楽しい就業を事故なく笑顔で生き生きと

行いたいです。心身の健康を保ちお一人お一人がお過ごしくださいますよう心から願っております。 

 

令和３年度の『安全・適正就業委員会』委員の紹介 

 令和３年度の活動を下記メンバーで推進させて頂きます。よろしくお願いいたします。 

委 員 長 田代 和樹 委  員 天野日出光 

副委員長 神山  護 委  員 高橋喜久江 

委  員 中條 勝弘 委  員 原口 博子 

委  員 山本  忠 委  員 押木 芳治 

委  員 和田  茂 委  員 岡部  裕 

安全・適正就業推進員（事務局） 中西 大輔 

「就業中の傷害・賠償事故防止」「就業先への往復途上の事故防止」に取り組み、「無事故」を 

目標に頑張って活動してまいります。会員の皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 

令和３年度 安全対策活動計画 

☆ 基本テーマ （スローガン） 

「何時でも 何処でも 安全就業 2021」 

「安全はすべてに優先する」 
☆ 安全対策活動計画 

タイトル 安全対策活動項目 実施予定時期 適用 

安全意識向上のための

普及啓発 

安全パトロール 四半期毎に実施 年４回 

安全だより（３Ｋ便り）の発行 6，9，12，3月 年４回発行 

入会説明会での安全への周知 毎月 15日 年１２回 

会員の安全教育と訓練 職種別勉強会 6/30 除草班勉強会 

高齢者安全運転講習の開催   

自転車講習会①の開催   吹上ワークプラザ 

   〃  ②の開催  鴻巣自動車教習所 

普通救命講習会の開催  AED取扱講習 

会員の健康管理 健康講話 6/24   

市の定期健康診断の受診の奨励   

 



安全標語募集！ 

７月は、全国シルバー人材センター事業所協会指定の安全・適正就業強化月間です。年間で最も

事故発生率の高い時期ですので、普段にもまして事故防止に十分注意して就業して下さい。 

 委員会では今年度も安全意識啓発のため安全標語を募集いたします。優秀作品はのぼり旗として

事務所に掲揚させていただきます。たくさんのご応募お待ちしております！ 

募集内容 ： 安全に関する標語（何点でも可） 

応募方法 ： 本部又は吹上ワークプラザへ 

締  切 ： 7 月末日 

賞  品 ： 優秀作品 2 点に 完全無農薬 こうのとり米 5ｋｇ 

特定健康診査・健康診査について 

安全に就業するためには、健康が第一です。特に生活習慣病は、自覚症状がほとんどなく進行

することが多く、早期発見のためには、毎年の健診が大切です。毎年の健診結果を比べて、異常に

早い段階で気付き、適切な処置をすることで、重篤化する事を防ぎましょう。 

①特定健康診査 

対 象 者  鴻巣市国民健康保険に加入している 40 歳以上の方 （費用 無料） 

②健康診査 

対 象 者  後期高齢者医療制度に加入している方 （費用  無料） 

※いずれも 令和３年６月１日から令和３年１１月３０日に市内医療機関にて実施 

問い合せ・申込み 【鴻巣市国保年金課 ☎541-1321 内線 2654】 

                    

 

労働災害の発生率を分析した法則に「ハインリッヒの法則」が有ります。1件の重大事故 

の背景には、同種の軽微な事故が 29件有り、その背後には 300件の異常（ヒヤリ・ハッ 

とした事）が有るといわれています。労働災害の発生原因の約 90％の災害に「不安全行 

動」が絡んでいます。 

誰もが事故を起こしたくないと思っていますが、人はなぜ不安全行動をとってしまうのか。 

以下の 2点が大きな要因と考えられています。 

ヒューマンエラー（人為的失敗） 

①見間違い、聞き違い  ②思い込み・先入観  ③無意識な動作、その人の癖  

④うっかり、ぼんやり 

リスクテイキングな行動（危ないかもしれないと思っていながら取ってしまう行動） 

①面倒なので、手抜き  ②これくらい大丈夫だろう  ③少し、ちょっとだから 

④皆もやっているから 

 

不安全行動をゼロにするのは難しいと言われていますが、日ごろから危険に対する感受性を高

め、就業現場に潜む災害要因について考えてみましょう。 

 

  文責 田代 和樹 

編集後記 


